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日
本
共
産
党
　
上
田
　
博
之

国
保
税
の
値
上
げ
を
回
避
し

負
担
軽
減
す
る
方
法
を
提
案
す
る

�

二
見
　
　
昇
　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
早
期
発
見
に

向
け
た
積
極
的
な
取
り
組
み
を

�

畑
井
　
陽
子
　

コ
ロ
ナ
後
の
状
況
を
捉
え
子
育

て
支
援
策
を
充
実
さ
せ
な
い
か

創
政
会
　
　
　
笠
間
　
　
昇
　

ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
運
動
を
推
進

す
る
た
め
の
法
的
根
拠
は

●
11
月

19
日　

�

議
会
全
員
協
議
会
・
議
会

運
営
委
員
会

26
日　

�

12
月
定
例
会
本
会
議
（
初

日
）･
議
会
運
営
委
員
会
・

議
会
全
員
協
議
会

●
12
月

１
日　

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

２
日　

経
済
建
設
常
任
委
員
会

３
日　

総
務
教
育
常
任
委
員
会

７
日　

基
地
政
策
特
別
委
員
会

10
日　

�

12
月
定
例
会
本
会
議
（
第

２
日
）･
議
会
全
員
協
議
会

13
日　

�

12
月
定
例
会
本
会
議
（
第

３
日
）･
議
会
運
営
委
員
会

14
日　

�

12
月
定
例
会
本
会
議
（
第

４
日
）･
総
務
教
育
常
任
委

議 

会 

の 

動 

き
員
会

16
日　

�

12
月
定
例
会
本
会
議
（
最

終
日
）･
議
会
全
員
協
議
会

・
議
会
報
編
集
委
員
会

●
１
月

20
日　

議
会
全
員
協
議
会

28
日　

議
会
報
編
集
委
員
会

28
日
～�

２
月
４
日　

県
央
八
市
議

会
議
員
合
同
研
修
会
（
ウ

ェ
ブ
配
信
）

●
コ
ロ
ナ
禍
の
子
ど
も
子
育
て
支

援
に
つ
い
て

Ｑ　

近
年
の
核
家
族
化
や
近
所

に
頼
る
人
が
少
な
い
こ
と
で
、
子

育
て
を
す
る
人
が
孤
立
し
や
す
い

状
況
に
あ
る
。
市
は
こ
の
状
況
に

ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
る
か
。

Ａ　

新
生
児
訪
問
や
健
診
な
ど

で
子
育
て
の
悩
み
を
聞
き
、
気
に

な
る
点
が
あ
れ
ば
訪
問
や
電
話
で

の
見
守
り
を
行
い
、
つ
な
が
り
の

切
れ
な
い
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ　

現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、

収
入
状
況
が
厳
し
い
子
育
て
世
帯

が
多
い
と
思
う
が
、
食
料
支
援
の

必
要
性
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

Ａ　

子
育
て
世
帯
で
の
課
題
の

１
つ
と
捉
え
、
無
償
で
食
料
な
ど

を
提
供
す
る
フ
ー
ド
リ
ン
ク
あ
や

せ
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
も
周

知
を
行
う
と
と
も
に
、
食
料
支
援

の
在
り
方
を
検
証
し
て
い
く
。

Ｑ　

困
っ
て
い
る
状
況
を
社
会

に
訴
え
る
こ
と
が
難
し
い
子
ど
も

を
守
る
た
め
、
本
市
で
も
子
ど
も

の
権
利
条
例
を
制
定
し
な
い
か
。

Ａ　

子
ど
も
と
全
て
の
人
に
関

わ
る
根
幹
的
な
権
利
の
た
め
、
他

の
事
例
な
ど
を
研
究
し
て
い
く
。

●
学
校
現
場
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
の
整
備
と
デ
ジ
タ
ル
シ
テ
ィ
ズ

ン
シ
ッ
プ
教
育
に
つ
い
て

Ｑ　

子
ど
も
た
ち
自
ら
が
主
体

的
に
行
動
す
る
力
の
獲
得
を
目
指

す
、
デ
ジ
タ
ル
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ

プ
教
育
を
取
り
入
れ
な
い
か
。

Ａ　
「
よ
き
社
会
の
担
い
手
」

を
目
指
す
教
育
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
充
実
と

併
せ
、
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。

●
コ
ロ
ナ
禍
で
生
活
苦
が
増
大
し

た
国
保
世
帯
の
負
担
軽
減
を

Ｑ　

国
民
健
康
保
険
は
、
い
ず

れ
多
く
の
市
民
が
加
入
す
る
。
一

般
会
計
か
ら
財
源
を
繰
り
入
れ
、

国
保
の
財
政
調
整
基
金
を
積
み
立

て
て
、
将
来
の
増
税
抑
制
や
税
率

引
き
下
げ
に
活
用
し
な
い
か
。

Ａ　

一
般
財
源
か
ら
毎
年
数
千

万
円
単
位
を
賄
う
こ
と
に
な
る
た

め
、理
解
が
得
に
く
い
と
考
え
る
。

Ｑ　

子
ど
も
の
頭
数
に
も
税
金

を
か
け
る
均
等
割
は
、
子
育
て
支

援
に
逆
行
す
る
。
国
は
未
就
学
児

分
を
減
額
す
る
が
、
市
は
18
歳
以

下
に
対
象
者
を
拡
大
し
な
い
か
。

Ａ　

関
係
法
令
の
改
正
に
よ

り
、軽
減
が
拡
充
さ
れ
る
場
合
は
、

速
や
か
に
対
応
す
る
が
、
市
単
独

で
の
拡
充
は
考
え
て
い
な
い
。

昨年１１月１３日、「ねんりんピックかながわ２０２２リハーサル大会」が開催さ
れ、ターゲット・バードゴルフが行われました＜綾瀬スポーツ公園にて＞

Ｑ　

保
険
証
を
取
り
上
げ
、
資

格
証
を
発
行
す
る
こ
と
は
中
止
す

べ
き
で
あ
る
。
１
４
７
世
帯
か
ら

28
世
帯
に
激
減
し
た
こ
と
は
評
価

す
る
が
、運
用
を
見
直
し
た
の
か
。

Ａ　

国
保
税
の
軽
減
措
置
が
さ

れ
て
い
る
世
帯
は
、
資
格
証
を
発

行
し
な
い
よ
う
に
見
直
し
た
。

●
美
し
い
学
校
ト
イ
レ
の
実
現
と

ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
対
応
を

Ｑ　

悪
臭
が
し
に
く
い
乾
式
の

床
や
明
る
い
壁
、
自
動
水
栓
付
き

の
洗
面
所
へ
の
改
修
や
、
み
ん
な

の
ト
イ
レ
増
設
の
早
期
実
施
を
。

Ａ　

施
設
な
ど
は
必
要
な
箇
所

か
ら
改
修
し
て
お
り
、
校
舎
建
て

替
え
の
検
討
時
期
を
迎
え
て
い
る

学
校
も
あ
る
た
め
、
長
寿
命
化
改

修
や
建
て
替
え
時
に
は
明
る
く
き

れ
い
な
ト
イ
レ
を
整
備
し
た
い
。

●
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
対
応
に
つ

い
てＱ　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
認
知

度
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
相

談
窓
口
の
周
知
を
図
る
考
え
は
。

Ａ　

国
を
参
考
に
チ
ラ
シ
な
ど

を
検
討
し
、
認
知
度
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
相
談
で
き
る
内
容
の
具

体
例
を
示
し
、
周
知
を
図
る
。

Ｑ　

教
職
員
の
認
識
が
不
十
分

な
た
め
、
研
修
を
行
う
と
の
こ
と

だ
っ
た
が
、
取
り
組
み
状
況
は
。

Ａ　

研
修
で
事
例
を
取
り
上
げ

た
ほ
か
、
教
育
研
究
所
か
ら
も
情

報
発
信
を
行
い
、認
識
を
高
め
た
。

Ｑ　

学
校
で
は
、
教
育
相
談
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
相
談
窓
口
と

な
り
、
子
ど
も
が
相
談
で
き
る
環

境
づ
く
り
と
心
の
ケ
ア
に
努
め
る

と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
現
状
は
。

Ａ　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
思
わ

れ
る
子
ど
も
の
家
庭
環
境
へ
の
支

援
を
行
っ
た
事
例
が
あ
る
。

●
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
つ

い
てＱ　

令
和
３
年
の
人
事
院
勧
告

で
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
育
児

休
業
改
正
な
ど
の
意
見
が
申
し
出

さ
れ
た
が
、
取
り
組
み
状
況
は
。

Ａ　

市
職
員
労
働
組
合
と
の
交

渉
や
、
関
係
す
る
条
例
や
規
則
の

改
正
準
備
を
進
め
て
い
る
。

Ｑ　

現
在
、
短
時
間
勤
務
会
計

年
度
任
用
職
員
は
５
２
６
人
で
、

常
勤
会
計
年
度
任
用
職
員
と
比
べ

多
い
が
、勤
務
形
態
の
決
め
方
は
。

Ａ　

勤
務
形
態
は
職
員
の
希
望

で
あ
り
、
時
間
に
制
約
が
あ
る
場

合
で
も
柔
軟
に
対
応
し
て
い
る
。

●
ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
運
動
の
推
進
に

つ
い
て

Ｑ　

北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題

の
解
決
を
求
め
る
、
ブ
ル
ー
リ
ボ

ン
運
動
の
推
進
に
地
方
自
治
体
が

取
り
組
む
た
め
の
法
的
根
拠
は
。

Ａ　

平
成
18
年
に
施
行
さ
れ
た

法
律
に
国
や
地
方
公
共
団
体
の
責

務
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

Ｑ　

北
朝
鮮
人
権
週
間
に
は
職

員
が
ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
を
着
用
し
た

が
、令
和
４
年
度
も
着
用
し
て
は
。

Ａ　

動
向
や
背
景
を
踏
ま
え
、

４
年
度
に
改
め
て
検
討
し
た
い
。

●
投
票
所
へ
の
移
動
支
援
に
つ
い
て

Ｑ　

重
度
な
障
が
い
で
は
な
い

が
、
移
動
が
困
難
な
方
が
、
負
担

が
少
な
く
投
票
所
に
行
け
る
方
法

を
研
究
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

Ａ　

法
律
と
照
ら
し
合
わ
せ
、

移
動
手
段
の
確
保
や
地
域
性
な
ど

を
考
慮
し
な
が
ら
、
先
進
事
例
を

参
考
に
調
査
研
究
し
た
い
。

●
ゴ
ミ
減
量
の
必
要
性
と
そ
の
取

組
に
つ
い
て

Ｑ　

ご
み
の
減
量
化
で
は
、
今

後
、
市
民
に
さ
ら
な
る
協
力
を
お

願
い
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
な
ぜ

減
量
化
が
必
要
な
の
か
。

Ａ　

焼
却
炉
の
処
理
能
力
超
過

な
ど
が
懸
念
さ
れ
、
脱
炭
素
社
会

の
実
現
や
持
続
可
能
な
開
発
目
標

（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）に
も
関
係
が
あ
り
、

減
量
化
の
推
進
が
必
要
で
あ
る
。

Ｑ　

職
員
負
担
を
軽
減
し
、
作

業
効
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
ご

み
収
集
ア
プ
リ
を
導
入
し
て
は
。

Ａ　

収
集
体
制
の
変
更
を
伴

い
、
収
集
員
な
ど
の
条
件
整
理
も

必
要
だ
が
、導
入
を
検
討
し
た
い
。 市の鳥「カワセミ」

第194号令和 4年（2022年） 2 月 あ　や　せ　市　議　会　だ　よ　り（ 5）


